
＊1 文献値：獣医内科学 第 3版（辻本元（総代表）（2022）. 文永堂出版）。
＊2 Amyの測定範囲上限をこえているため参考値として記載。
＊3 Creは、3,5-ジニトロ安息香酸を用いたBenedict-Behre法、文献値はJaffe法の値。
      Cre2はクレアチニナーゼなどの酵素を用いた方法の値。
●上表は大阪府立大学 生命環境科学域（現大阪公立大学獣医学部）附属獣医臨床センター、日本獣医生命科学大学付属動物医療センター、
フカツ動物病院及び協力施設の患者検体200～733例の母集団から算出した。
データ算出にはパラメトリック法により±3SDで繰り返し棄却し±1.96SDを採用した。

●上表の参考値は当施設での一例であり、基準範囲は検体の母集団により変動するため、施設ごとに範囲を設定されることをお勧めします。

項目 単位 スポットケム EZ 文献値*1
ALB
ALP（JSCCの場合)
  　（IFCCの場合）
ALP2
Amy
Amy2
BUN / UN
Ca
Ca2
CPK / CK
Cre*3
Cre2*3
FRA
GGT
GLU
GOT / AST
GPT / ALT
IP
LDH / LD（JSCC / IFCCの場合）
　　　　 （P→Lの場合）
Mg
T-BIL
T-CHO
TG
TP
UA

g/dL 
IU/L

IU/L
IU/L
IU/L
mg/dL 
mg/dL
mg/dL 
IU/L
mg/dL 
mg/dL 
umol/L
IU/L
mg/dL 
IU/L
IU/L
mg/dL 
IU/L

mg/dL 
mg/dL 
mg/dL 
mg/dL 
g/dL 
mg/dL 

1.9～3.5
0～282
0～113
0～93

321～868*2
545～3,052
14～38
6.8～13.1
8.1～10.7
0～157
0.4～2.5
0.4～2.3
110～295
0～13
65～193
0～36
0～55
1.6～8.1
0～151
0～309
1.6～2.7 
0～0.4 
82～278 
0～132 
5.2～8.8 
0～1.0 

2.1～3.3
-

  9～50
-

  589～2,482
  589～2,482
15～37
  8.0～11.1
  8.0～11.1
28～207
0.8～1.8
-

219～347
1～7

 64～152
12～45
19～90
2.2～6.5
-

 63～273
1.7～2.6
0.15～0.5 
  95～130 
  10～114 
5.4～7.8 

-
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獣医生化学検査の意義
乾式臨床化学分析装置
スポットケム EZ/ELシリーズを用いて

アークレイマーケティング株式会社

項目 単位 文献値*1
Na
K
Cl

mmol/L
mmol/L
mmol/L

149～165
3.5～4.9
107～133

145～159
3.0～4.8
111～125

＜電解質項目　参考値＞
スポットケム ELシリーズ

イヌ・ネコの糖尿病をはじめとする生活習慣病に関する情報を発信中！
トピックスや症例報告、飼い主さまとのコミュニケーション方法などをお届けしています。また、
アークレイならではの【ヒト医療】に関する情報もございますのでぜひご覧ください。

「動物の医療と健康を考える情報サイト」のご案内 ブログサイトはこちら

https://arkraythinkanimal.com

アークレイ株式会社　スポットケム EZ/EL シリーズ ネコ用
ペットコミュニケーションズ株式会社 

（ペットコミュニケーションズ管理年月　2025年11月時点）

検査機器関連資料（メーカーより受領資料）




